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は じ め に

本書は，越境をめぐるリアリティにライフストー
リーの聞き取りを手法とした家族誌・個人誌からア
プローチしたものである。執筆者はおもに東北アジ
ア地域を研究のフィールドとする人類学者たちであ
るが，本書はその地域的特色にとどまらず，人の移
動について次のような視点を提起した点に特徴があ
る。まず，「はしがき」で編者の瀬川昌久が述べるよ
うに，国境を越える人の移動の要因を理解するうえ
で，既存研究の多くが国家政策や政治経済的な諸要
因を強調してきた。これに対して，本書ではそこか
ら見逃されてきた個人や家族の個別の経験や戦略に
目を向ける。その試みはマクロなレベルよりも日常
のミクロなレベルを観察の焦点としてきた人類学的
アプローチの特徴ともいえる。しかし，さらに本書
は，人類学が社会や人間を捉えるうえで「民族」や

「コミュニティー」という概念に大きく依拠してき
たことを批判的に捉え，そうした既存の枠ではなく，
個別の生から社会や人間像を立ち上げていく可能性
を模索する。副題に「民族誌」ではなく「家族誌・
個人誌」とあるのは，そうした本書の特色を強調す
るものである。評者は地域的には専門外であるが，
越境をめぐる個人と社会の動態について関心を共有
するという立場から，各章の内容を紹介したうえで，
本書の意義と課題について考察したい。

Ⅰ 本書の概要

第 1 章（李華）は，中国朝鮮族の韓国への移動を
家族のライフストーリーから捉える試みである。そ
れによれば，韓国への朝鮮族の移動では 1990 年代
以降，複合的な諸要因を背景に，個人単位の移動が
主流になり，そのことがトランスナショナルな家族
を生み出してきた。さらに，そうした越境行為の継
続が，親族内のケア（子育てや老親の介護）のあり
ようを再編し，そのプロセスで伝統的な父系観念が
交渉されつつ再生産され，結果として多様な老親の
扶養形態が出現している。

第 2 章（兼城糸絵）は，中国福建省から日本に向
かう不法移民のライフストーリーをもとに，人々が
海外に向かう理由の複雑性を照射する。単純労働力
の移動についてはとくに，国家間の経済格差やそれ
による経済的動機から説明がなされがちであるが，
本章の越境者の語りからみえてくるのは，移動をめ
ぐる出身地の社会的言説を含め，人を移動に駆り立
てる，より多面的なコンテクストである。また，日
本滞在中の収入が，不法移民としての生活の安全を
保障するための社会関係の構築にも投資されること
が示されるなど,「故郷への送金に終始する出稼ぎ
者」というステレオタイプをこえた越境者の姿が浮
かび上がる。帰国後の苦難と，その結果としての海
外への再移動も明らかにされ，そこからは，本国で
の成功に必要な社会的資源を持たない者が多方向に
移動するメカニズムが映し出される。

第 3 章（リーペレス・ファビオ）は，2 人の若者の
ライフストーリーから越境の軌跡における自己形成
のプロセスを「民族」や「エスニシティ」といった
枠組みをこえて捉えようとする。1 つ目の事例では，
日本人を父に，韓国人を母にもつ若者が，留学先の
南アフリカにおいて白人社会に同化しようと試みる
が，その後，人種的により多様な学校に移り，黒人
の友人との関係形成を経て新たな人種観を獲得して
いく。白人主体の学校で日常の重要な部分を占める
スポーツをめぐっては，人種の階層性に，階級の差
異や男性性をめぐる理念が交差していることが浮か
び上がり，白人社会もまた均質的かつ固定的なもの
ではないことが示される。こうして，揺れ動く集団
のカテゴリーの境界を生きる個が多面的な自己を形
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成していくプロセスをみてとることができる。
第 4 章（上水流久彦）では，第 2 次世界大戦後に

中国から台湾に移動した人々とその子孫である外省
人が中国に「戻らない」理由の複雑性が照らし出さ
れる。とりわけ興味深いのは，外省人が中国との間
で繰り返す常態的移動が，故郷中国を相対化し，そ
こに戻らない理由の 1 つになっていることである。
さらに，彼ら彼女らが多様な要素を抱えもつ一方，
台湾社会に貢献してきたという自負の感情が，台湾
社会の構成者であるというシティズンシップや帰属
の感覚を形成している。移動する個人が社会で自己
を位置づけていく複雑な過程を理解するための事例
として重要であろう。

第 5 章（太田心平）は，近年の韓国から欧米諸国
を中心とする国々に向かう若者を事例に，政治経済
的レベルのみに収斂されない移動の動機を，とりわ
け母国への感情や情動から解き明かそうとする。韓
国では，国外への移動をめぐり，政治経済的に閉塞
した韓国社会からの突破口という説明が社会的言説
としても，また学術的研究においても主流となって
きた。これに対して，本章はとくに高学歴，専門職
の若者への聞き取りをもとに，韓国社会の文化変容
の速さや感覚の世代ギャップからくる，上の世代へ
の苛立ちや不満の感情も若者を移動に駆り立ててい
るとする。

第 6 章（川口幸大）では，中国広東省殊江デルタ
の村落のある家族の事例から，過去 1 世紀にわたる
移動の軌跡とそのパターンの変容を明らかにしたう
えで，若い世代の多くが，「故郷（の村）を出ても，
故郷から離れない」生き方を選択していることが示
される。そのおもな理由には，故郷やその近くにと
どまることで，育児や仕事に血縁や地縁ネットワー
クを動員できることがあげられる。若い世代への聞
き取りからは，近隣圏のネットワークを基盤とする
ケアや共食などを介した日々の親密なやり取りの様
子が臨場感をもって示されている。

第 7 章（李斌）では，在日中国人技能実習生の生
活戦略や社会的ネットワークのありようを明らかに
している。メディアや多くの研究が，技能実習生を
人権侵害に苦しむ弱者としてのみ捉えがちであるの
に対し，本章は彼ら彼女らを，自らの置かれた構造
に制約されつつ，多様な生活戦略を切り拓こうとす
る能動的エージェントとして捉え直す。たとえば，

制度の枠内で受動的に移動しているように見える実
習生もまた，親族や友人からなる社会関係資本を動
員して自らの将来を切り拓こうとしている。本章で
はそのことが帰国前のおみやげの準備という行為の
描写をとおしてリアルなかたちで示されている。

最終章（瀬川昌久）は，越境者の生を捉える方法
としての「民族誌」のあり方を批判的に省察したう
えで，2 編の華僑文学を例に，フィクションの可能
性と限界について論じる。これらの小説について著
者が評価するのは，小説という媒体ならではの越境
をめぐるリアリティへの迫真性や，それを感性や心
性のレベルで読み手に伝える力である。書くことで
現実を結晶化する作業では，データを取捨選択し，
一定の枠組みをとることは避けられない。ただ，研
究においては，越境者の生がアカデミックな考察の
枠内で結論づけられ，ときに過剰に意味づけられて
しまうのに対し，小説では，読み手の多様な解釈に
開かれていると著者は指摘する。事例のうち 1 編は，
研究対象としての移民に長年寄り添ってきた人類学
者によって書かれた小説である。その意味で本章は，
研究者がフィールドで得た他者の生への共感を原動
力に，既存のアカデミックな手法だけでは描き切れ
ない現実の複雑性を表現する方法を模索する試みと
もいえよう。

Ⅱ 本書の意義と課題

これら東北アジアをおもな起点とする越境の事例
に通底しているのが，移動から定住という一方向的
パターンではない,（相対的に短距離の）循環的また
は多方向的な「常態的移動」のかたちである。これ
までも，移住先への定着ではなく，複数の地点を往
還するトランスナショナルな移動から移民を捉え直
すことの重要性が指摘されてきた［Basch, Schiller
and Blanc1994］。さらに，社会や人を定住ではなく，
移動を前提に捉え直すという視点の転換の必要性も
提起されている［川上・三宅・岩崎2018］。本書の第
1 の意義は，グローバル化の深化で顕在化してきた，
移動を常態とする生をめぐるリアリティを，東北ア
ジア地域という個別のコンテクストにおいて捉え，
描き出した点にあろう。

第 2 に，移民研究が越境する／せざるをえない人
にのみ焦点を当てがちであるのに対して，本書は，
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移動しない／できない人を含め，移動をめぐって多
様な立場にある人々の経験を捉えようとしている。
国家の境界の自明性が揺らぎつつある現代において，
国境移動の監視は，国家の存在意義を顕示する主要
な手段となっており［森・ルバイ2014, 13］，そのこ
とは，近年の先進諸国における反移民の機運と極右
の台頭に顕著に表れている。こうした状況において，
本書が全体として不法移民や一時滞在者を含め，越
境をめぐり多様な立ち位置にある人々を視野におさ
めている点は特筆すべきであろう。一方で，ほとん
どの章がそのいずれかの立場の人々に焦点を当てて
いることから，異なる立場にある人々相互の関係性
は見えにくい。今後の課題の 1 つとして，個人の語
りから，社会の多様化における相克や新たな共同性，
その帰結としての社会の再編のプロセスを捉えるこ
とがあるだろう。

第 3 の本書の意義として，政治経済的な構造と
いったマクロなレベルの要因をおさえつつ，そうし
た構造へのミクロなレベルでの個人の応答や戦略の
多様性を照射し，その相互作用や，そこから生み出
されるダイナミズムを捉えている点が挙げられる。
たとえば，第 1 章では中国朝鮮族の韓国への移動を
例に，国家の政策といったマクロなレベルの変化が，
人々の親密圏における伝統的な観念や実践というミ
クロなレベルの営みに作用し，それがさらに常態的
移動に結びつくという連関関係が示されている。

ミクロレベルのデータに関連して，多くの章が，
越境をめぐる感情や情動に着目している点にも注目
したい。単に「内面的なもの」としてかたづけられ
てきたこれら諸側面を概念化し，社会的ダイナミズ
ムの力学に位置づける試みは人類学を含む多様な分
野で始まっている［西井 2011］。移民研究において
も，個人の感情を単に移動に付随するものとしてだ
けでなく，移動を生み出す力として捉え直すことの
重要性が指摘されている［Skrbis̆ 2008］。こうした
なかで，本書が移動の経験と，感情や情動との交差
に着眼している点は興味深い。今後求められるのは，
感情や情動を社会の構造や動態と関係づけ，移動を
読み解く概念として鍛えていくことであろう。たと
えば，第 1 章では，中国の朝鮮族の女性たちの「情
緒面」が言及されているが，それは父系親族におけ
る女性の地位や権力構造とどうかかわり，その連関
が新たな移動のかたちといかに結びついていくのだ

ろうか。
なお，ジェンダー視点の重要性は第 4 章の注でも

指摘されていることであるが，越境行為と多地点で
のジェンダーによる権力構造や規範がいかに相互に
作用するのかについても，さらに議論を深化させて
いく必要がある。本書では各所にジェンダー関係に
かかわる興味深いデータが断片的に示されているが，
それらをとおして越境をめぐる社会的動態と個人の
関係の複雑性を照射していくことが求められよう。
また，これに関連して，本書では副題に「家族誌」
と「個人誌」が並記されているが，家族が常に調和
的な単位ではありえず，成員間のジェンダーや世代
などによる力関係が働く空間であることを考えれば，
個人誌と家族誌の関係についての議論が最初にある
べきではなかったかと思われた。

第 4 の本書の意義として，「マジョリティ」（ホス
ト社会）対「マイノリティ」（移民）という二項対立
的な構図に収まりきらない越境者の姿が捉えられて
いる点も特筆しておきたい。すなわち，第 3 章で事
例とされているような，既存の集団（「〇〇人」）の
言説の枠に収まらない個人，または，そうした言説
による名指しと自己規定が合致しない個人である。
もっとも，これまでの移民研究でも，「エスニシティ」
や「マイノリティ」を実体として捉えてきたわけで
はなく，それら集団のカテゴリーをめぐる言説が，
政治経済的な構造や権力関係のなかでいかに構築さ
れ，多様な位置にある個人がそうした言説にいかに
応答するのかを問う試みがなされてきた［Anthias
2002］。第 3 章が提示するような複数の境界を生き
る個人の語りは，人々の生に依然としてリアリティ
をもちつづける「〇〇人」という言説の生成，変化
のメカニズムを理解し，個がそうしたカテゴリーに
応答するなかで立ち上げていくアイデンティティの
様相を捉える切り口となりうる。単一のエスニック
集団や国家に帰属しない人々は，周縁化の経験や多
重の権力関係が交差する現実のなかで，自己像をい
かに交渉し，社会的ネットワークを構築していくの
だろうか。その試みは，社会の多元化における人々
の生を理解するために，「エスニシティ」に替わる分
析概念を構築していく可能性にも通じるであろう。
第 4 章の導入で提示されている「モザイク型の個人」
は，そのような複数性を生きる人間像を理解する試
論として興味深い。しかし，複数性やハイブリッド
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性という概念には，それを構成する各カテゴリーを
本質化，固定化してしまうというジレンマがある。
モザイク型個人のモデルは，それをいかに打開し，
さらには，複数のエスニシティをハイフンでつなぐ
だけでは表現できない，個の複雑性や動態を把握す
る枠組みとなりうるだろうか。

以上述べてきたように本書にはいくつかの課題が
あるが，そのことは本書の意義を損なうものではな
い。東北アジア地域から発せられた，これらライフ
ストーリーは個が生きる社会的なコンテクストを捉
えつつ，その現実の複雑性や細部の豊かさを伝え，
当事者の語りが越境の物語を書き替えていく力とな
ることを示している。越境をめぐるライフストー
リーの蓄積と理論的発展が，排外主義が高まりをみ
せる現代において，他者の生を想像し，新たな共同
性の構築に結びつくことを期待したい。

文献リスト

＜日本語文献＞
川上郁雄・三宅和子・岩崎典子編2018.『移動とことば』

くろしお出版.
西井涼子編2011.『時間の人類学―情動・自然・社会空

間―』世界思想社.
森千香子 エレン・ルバイ 2014.「国境政策のパラドクス

とは何か？」森千香子 エレン・ルバイ編『国境政
策のパラドクス』勁草書房.

〈英語文献〉
Anthias, Floya 2002.“Where Do I Belong?: Narrating

Collective Identity and Translocational Positionality.”
Ethnicities 2(4): 491-514.

Basch, Linda, Nina Glick Schiller and Cristina Szanton
Blanc 1994. Nations Unbound: Transnational Projects,
Postcolonial Predicaments and Deterritorialized
Nation-States. New York: Routledge.

Skrbis̆, Zlatko 2008.“Transnational Families: Theorising
Migration, Emotions and Belonging.”Journal of
Intercultural Studies 29(3) : 231-246.

（京都女子大学現代社会学部教授）

86

書 評



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


